
松平左門という旗本屋敷があった。

入口の前に市電停留所『麹町十三丁目』があっ
た。

舟町付近で造船に使用する杉材を切り出していた

以前、麹屋があった

⑩浄運寺横丁

⑪湯屋横丁

⑫竜昌寺横丁

坂下東側の法光寺からとった。

もと、福寿院というお寺があり、言葉が詰まってふ
くじんになった。

明治時代は四谷第一の繁華街で夜は露店商が軒を連ね
大変な賑わいであった。

別名『右京殿町』と呼ばれた。横丁の東側に幕士、
辻右馬之助の屋敷があった。

一面原野であった。高木久助は武州忍城（埼玉県行田
市）の城代になったが、ここに戻って町屋とした。

この横丁に風呂釜を並べて湯をわかし無料で入
浴をさせていた。

石材の集積場であった。

突き当たりに西念寺があります。

法蔵寺の参道であった。

小建、または小立という医師が住んでいた。

尾張中納言の下屋敷があった。

以前、曹洞宗の名殺、竜昌寺があった

○右馬殿横丁

⑬麹屋横丁

菱屋という和服仕立屋があった。

暗闇坂を下って東側に全長寺、西側に安禅寺、正
応寺、法雲寺、そして浄運寺があった。

江戸時代にこの横丁には植木屋が多く、植木が出
入りしていたところから新木横丁と呼ばれていた

横丁の先がお岩稲荷で、お岩の狂った顔が鬼のよ
うだったので鬼横丁と呼ばれた。

須賀神社の旧名、牛頭天王からとった。

①左門殿横丁

⑱石切横丁

⑲法蔵寺横丁

⑳忍原横丁

⑰天王横丁

②大横丁

③十三丁目横丁

④法光寺横丁

⑤ふくじん横丁

⑥お仮屋横丁

○鬼横丁

⑭仲殿横丁

⑮おだて横丁

⑯西念寺横丁

牛頭天王が神田明神から勧進されたときここにお
仮屋を設けて神体を安置したのが由来。

⑦荒木横丁

⑧舟板横丁

⑨菱屋横丁


